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A1.29 ( b ) 水生環境有害性 長期（慢性）（判定基準は第 4.1 章を参照のこと） 

分類 表示 危険 

有害性

情報 

コード 

危険 
有害性 
クラス 

危険 
有害性 
区分 

絵表示 
注意喚起語 危険有害性情報 GHS 国連モデル

規則 a 

水生環境  

有害性、長期 
（慢性） 

慢性 1 
  

警告 
長期継続的影響によって

水生生物に非常に強い毒

性 
H410 

慢性 2 
  

注意喚起語

なし 
長期継続的影響によって

水生生物に毒性 H411 

慢性 3 絵表示 
なし 

要求され 
ない 

注意喚起語

なし 
長期継続的影響によって

水生生物に有害 H412 

慢性 4 絵表示 
なし 

要求され 
ない 

注意喚起語

なし 
長期継続的影響によって

水生生物に有害のおそれ H413 

a 危険物輸送に関する国連勧告・モデル規則では、区分 1 および 2 に関して、当該物質がモデル規則でカ

バーする他の危険有害性がある場合には、この絵表示は必要ない。他の危険有害性がない場合には、モ

デル規則クラス 9 の標札と共にこの絵表示が必要とされる。 

 
 
A1.30 オゾン層への有害性（判定基準は第 4.2 章を参照のこと） 

分類 表示 危険 

有害性

情報 

コード 

危険 
有害性 
クラス 

危険 
有害性 
区分 

絵表示 
注意  

喚起語 危険有害性情報 GHS 国連モデル

規則 

オゾン層 
への有害性 

1 
 

要求され 
ない 

警告 オゾン層を破壊し、健康およ

び環境に有害 H420 

 

◇ 

｀ ◇ 
｀ 

◇ 



























































































































































































 

/  

 3.3 
 

     
2/2A     H319   
 
 

  

        

 
P264  

…   
… /

 
 
P280 

//   
/

 
 

 
P305 + P351 + P338 

 
 
P337 + P317 

 
 

 
 

 

－
365

－

,. 



 

//   

  33.3 
 
 

          

2B     H320   
 

  

        

 
P264  

……   
… /

 
 

 
P305 + P351 + P338 

  
 
P337 + P317 

  
 

 
 

 

－
366

－



 

 

  

  33.4 
 
  

            

1, 1A, 1B    H334   
      
 
 

  

        

 
P261 

//////////
  

P260
 
/

 
 
P284 

  

 
/

 
 
 
 

 
P304 + P340 

  
 
P342 + P316 

  
/

 
 
 

 
 

 
P501 

//....  
…///

 
/

 
 

 

－
36
7
－

＾`
 



 

 

 

 3.4 
 

     
1, 1A, 1B     H317    
 
 

  

        

 
P261 

// // // // //
 

P260
 
/

 
 
P272 

  
 
P280 

  
/

 

 
P302 + P352 

//…  
… /

 
 
P333 + P317 

  
 
P321 

(( ....
)    

…  
/

 
 
P362+P364 

 
 

 
 

 
P501 

// ....   
… / / /

 
/

 
 

 
 

－
368

－

,. 



 

 

  

  33.5 
 
 

            

1,1A,1B    H340   <...> 
2    H341   <…> 
 
     <...>  

      
 

  

        

 
P203 

  
 
P280 

// // // // ……
  

/
  

 

 
P318  

  
 

 
P405 

  
 
 

 
P501 

// ....   
… / / /

 
/

 
 
 

 

－
369

－

よ＞



 

  

  33.6 
 
 

            

1,1A,1B    H350    <...> 
2    H351   < …> 
 
     <...>  

      
 

  

        

 
P203 

  
 
P280 

// // // // ……
  

/
  

 

 
P318  

  
 
 

 
P405 

  
 

 
P501 

// ....   
… / / /

 
/

 
 

 
 

－
370

－

よ



 

  

  33.7 
 
 

            

1,1A,1B    H360   <...>  
     <<...>> 
2    H361     
     <...> <<...>> 
 
     <...> 
     <<...>>  
      
      

  

        

 
P203 

  
 
P280 

////////……
  

/
  

 

 
P318  

  
 
 
 

 
P405 

  
 

 
P501 

//....  
…///

 
/

 
 

 
 

－
37
1
－

•• 



 

 

  

  33.7 

 
 

            
( )    H362    
 

  

        

 
P203 

  
 
P260 

//   

 
 
P263 

  
 
P264  

……   
… /

 
 
P270 

  
 

 
P318  

  
 
 
 

  
 

 

－
372

－



 

  

  33.8 
 
 

            

1    H370   <...> <<...>> 
  
     <...>  
      
             <<...>>  

     
     

 

  

        

 
P260 

// // // // //
  

/
 

 
P264  

……   
… /

 
 
P270 

 
 

 
P308+ P316 

  
/

 
 
P321 

(( ....
))  

 
…   

 
P405 

  
 

 
P501 

// ....   
… / / /

 
/

 
 

 

－
373

－

ょ



 

  

  33.8   
 
 

            

2    H371   <...> <<...>> 
 
    <...>  
      

             <<...>>  
      
      
 

  

        

 
P260 

// // // // //
  

/
 

 
P264  

……   
… /

 
 
P270 

 
P308+ P316 

  
/

 

 
P405 

  
 

 
P501 

// ....   
… / / /

 
/

 
 
 

 
 

－
374

－

＇〉



 

 

 3.8  
 
 

      

3     H335    
     H336    
 

  

        

 
P261 

// // // // //
 

P260
 
/

 
 
P271 

 
 

 
P304 + P340 

 
 
P319 

  
 
 

 
P403 + P233 

  

 
 
P405 

  
 

 
P501 

// ....   
… / / /

 
/

 
 

 

－
375

－

,. 



 

 

  

  33.9   
 
 

            

1    H372  <<...>> 
                                 <...>  
 
                     <...>  

      
     <<...>>  
      
      
 

  

        

 
P260 

//////////
  

/
 

 
P264 

……  
…/

 
 
P270 

  
 

 
P319 

  
  
 

  
P501 

//....  
…///

 
/

 
 
 

 

－
37
6
－

◇
●
 



 

  

  33.9   
 
 

            

2    H373  <<...>>  
     <...>  
 
                     <...>    

     ) 
             <<...>>  
      
      
 

  

        

 
P260 

// // // // //
  

/
 

 

 
P319 

  
  
 
 

  
P501 

// ....   
… / / /

 
/

 
 

 

－
377

－

＇〉



 

  

  33.10   
 
 

          

1    H304    
      
2    H305    
 

  

        

  
P301 + P316 

  
/

 
 
 
P331 

  
 

 
P405 

  
 

 
P501 

// ....   
… / / /

 
/

 
 

 
 

－
378

－

,~v 



 

  

  44.1   
 
 

          

1     H400   
 
 

  

        

 
P273 

  
 

 
P391 

  

  
P501 

// ....   
… / / /

 
/

 
 

 －
379

－

L 



 

  

  44.1   
 
 

          

2                            H401    
3     H402   
 

  

        

 
P273 

  
  

   
P501 

// ....   
… / / /

 
/

 
 

 

－
380

－



 

  

  44.1   
 
 

          

1     H410   
      
2    H411    
 

  

        

 
P273 

  
  

 
P391 

  
 

  
P501 

// ....   
… / / /

 
/

 
 

 

－
381

－

L 



 

  

  44.1   

 

 

          

3                             H412   

4     H413  

       

 

  

        

P273 

  

  

  P501 

// ....   

… / / /

 

/

 

 

 

 

 

  

－
382

－



 

 

 

 4.2  

 

 

     

1     H420   

 

  

        

 

 

  P502 

  

 

 

 

 

－
383

－

,. 
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附属書 3 
第 4 節 

危険有害性絵表示のコード
A3.4.1  序文 

A3.4.1.1 絵表示とは、特定の情報を伝達することを意図したシンボルと境界線、背景のパターンまたは
色のような図的要素から構成されるものをいう。

A3.4.1.2 本節では、輸送以外の分野に対して GHS で規定される絵表示に割り当てられた推奨されるコー
ドについて述べる。

A3.4.1.3 絵表示のコードは参照の目的で使用されるように意図されている。これは絵表示の一部ではな
く、ラベルまたは安全データシートの第 2 節に記載するべきではない。 

A3.4.2 絵表示のコード化

A3.4.2.1 輸送分野以外の分野に対する GHS 絵表示には次のようなアルファベットと数字を組み合わせ
たコードが割り当てられる：

(a) 文字「GHS」；および

(b) 連続した番号「01」、「02」、「03」などを以下の表 A3.4.1 のように割り当てる。

表 A3.4.1 

コード 危険有害性絵表示 シンボル

GHS01 爆弾の爆発

GHS02 炎

GHS03 円上の炎

GHS04 ガスボンベ

GHS05 腐食性

GHS06 どくろ

GHS07 感嘆符

GHS08 健康有害性

GHS09 環境

◇ 
⑥ 
⑨ 
◇ 
◇ 

◇ 

◇ 
⑤ 
◇ 





- 387 - 
 

附属書 3 

第 5 節 
注意絵表示の例 

 
A3.5.1 注意絵表示（ピクトグラム） 
    欧州連合 (1992 年 6 月 24 日付け理事会指令 92/58/EEC) から 
 

 
 
 
A3.5.2 注意絵表示「子供の手の届かないところに置くこと。」 
 下記の例は注意書き P102「子供の手の届かないところに置くこと。」の意味を伝達し、1.4.4.1(a)およ

び A3.2.1.10 にしたがった一つ以上の方法で情報を伝えるために使用される。 
 
A3.5.2.1 欧州石鹸洗剤工業連合会(AISE)による注意絵表示｢子供の手の届かないところに置くこと｡」 
 この絵表示は AISE によって開発され、家庭用製品に対して 2004 年以来欧州および他の法令で使用さ

れてきた。 
 AISE の注意絵表示「子供の手の届かないところに置くこと。」について理解度試験が行われてた。そ

の調査は GHS 附属書 6 にしたがっていくつかの国で行われ､この絵が回答者の 88.6％に的確に理解され, 
しかも絵についての決定的な誤解はほんの少し（＜1%）であったことが示されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
A3.5.2.2 日本石鹸洗剤工業連合会(JSDA)による注意絵表示「子供の手の届かないところに置くこと｡｣ 
 
 この絵表示は、日本での消費者用洗剤のラベル/包装に対して、自主的な使用を目的として JSDA が開

発したものである。 

＂ 

7ヽ
ュ
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 この JSDA の安全表示は、日本産業規格 JIS S 0102：「消費者用警告図記号－試験の手順」にしたが

って試験された。この絵は、96 点の正解とわずか 1.7％の極端に誤った理解で、JIS S 0102 の合格基準

（理解度＞85 点）を満たした。 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

  

  

  

AANNEX 4  

GGUIDANCE ON THE PREPARATION  
OOF SAFETY DATA SHEETS (SDS)  

  

  

  

  

  

SDS

－ 389 －





  

SSDS   

  

AA4.1   

A4.1.1 GHS
SDS 1.5 GHS

CA
GHS SDS  

 
A4.1.2 SDS

GHS
 

 
A4.1.3 GHS

 
 
AA4.2 SSDS   

AA4.2.1   
(SDS) GHS

1.5
1.5.1 SDS

(CA) 3.2
SDS

GHS /
SDS SDS

GHS
 

 
AA4.2.2   

A4.2.2.1 SDS SDS

SDS

SDS

GHS

SDS

SDS

SDS

 
 
A4.2.2.2 SDS

SDS

 
 
A4.2.2.3 SDS

 

－ 391 －



A4.2.2.4 SDS
SDS SDS

 
 
A4.2.3

A4.2.3.1 SDS 16

1.5.3.2.1.  

1.  

2.  

3.  

4.  

5.  

6.  

7.  

8.  

9.  

10.  

11.  

12.  

13.  

14.  

15.  

16.  
 
A4.2.3.2 SDS SDS

 
 
A4.2.3.3 SDS SDS

1/3
SDS  

 
A4.2.4
A4.2.4.1 SDS 1.5.3.3

 
 
A4.2.4.2 4.3

SDS 1

SDS
 

 
A4.2.4.3 SDS /

/
 

 
A4.2.4.4  
 
A4.2.5
A4.2.5.1 SDS A4.3

 
 
A4.2.5.2 A4.2.4.2 SDS

/
SDS

A4.3.16  

                                                           

SDS

SDS  

SDS

SDS

－ 392 －

A4。2o3 SD§の様式

A4。2。4 SDSの内容



A4.2.6 
 
 

(SI)  
 
A4.3 SDS  
 

SDS GHS
 

 
A4.3.1 1  
 

 
 
A4.3.1.1 GHS  
 

GHS
SDS

SDS
SDS  

 
A4.3.1.2  
 

 
 
A4.3.1.3  
 

 
 
A4.3.1.4   
 

SDS  
 
A4.3.1.5  
 

SDS

8 6 24

 
 
A4.3.2 2  
 

 A4.2.4.3

/  
 
A4.3.2.1  

 

A4.3.2.1.1  

 

A4.3.2.1.2 GHS 2 3

/

 1  1A

1 1 1

－ 393 －

A4。2,6 単位3

A43 SDSの作成のための必要情報

A4"3。]l 第 1動：物資妥たは混合物およぴ会社情毅

.A41:o3。2 第g筋：危険有害性の要約



A4.3.2.2 GHS

A4.3.2.2.1

A4.3.2.2.2

A4.3.2.3

11

A11.2.7.3

SDS /

A4.3.3 3

(CBI) 

A4.3.3.1

A4.3.3.1.1

GHS

CAS IUPAC

A4.3.3.1.2

A4.3.3.1.3 CAS

CAS

(EC)

A4.3.3.1.4

A4.3.3.2

A4.3.3.2.1 GHS

A4.3.3.1.3

 

－ 394 －

A4。33 第 3飯：組成および成分情報

注記

注記



A4.3.3.2.2  
 

(a)  

(b)

 
 
A4.3.3.2.3

 
 

 
 
A4.3.4 4  
 

 
 
A4.3.4.1   
 
A4.3.4.1.1  

 
 
A4.3.4.1.2  
 

(a)   

(b)   

(c)   

(d)  PPE   
 
A4.3.4.2 /  
 

/

 
 
A4.3.4.3  
 

 
 
A4.3.5 5  
 

 
 
A4.3.5.1  
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注記

A4。34 第 4筋：応魚措塵

A4。3o5 第 5筋。。火災時の措雇



A4.3.5.2 

(a) 

(b) 

A4.3.5.3

A4.3.5.3.1

A4.3.6 6

A4.3.6.1 

A4.3.6.1.1

(a)
SDS 8

(b) 

(c)

A4.3.6.1.2

PVC

A4.3.6.2

A4.3.6.3

A4.3.6.3.1

(a) 2

(b) 3

2 (bund)
/

3

－ 396 －

A4。36 第 6筋：漏出峙の措鷹



A4.3.6.3.2

(a) 

(b) 

(c) 

(d) 

(e) 

(f) /

A4.3.6.3.3

A4.3.7

A4.3.7.1

A4.3.7.1.1 

(a)  

(b)  

(c)

(d)  

A4.3.7.1.2

(a) 

(b) 

(c) 

A4.3.7.2

SDS 9

(a)

(i)

(ii) 

(iii) 

(iv) 

7

－ 397 －

A439 第 7筋。。取扱いおよぴ保管上の注意



 (v)   

(vi)  

(b)   

(i)    

(ii)  

(iii)  

(iv)  

 (v)  

(vi)  

 (c)   

(i)  

(ii)  

(d)   

(i)    

(ii) /  

(iii)   

(iv)  

 
A4.3.8 8  
 

 
 
A4.3.8.1  
 
A4.3.8.1.1

SDS

SDS

SDS 3 /

 
 
A4.3.8.1.2

SDS

SDS

SDS 3  
 
A4.3.8.1.3

 

－ 398 －

A4。308 第 8節。。ばく露防止およぴ保護措崖



A4.3.8.2  
 

 
 

(a) 
 

(b)  

(c)  

(d)  

(e)  

(f)  

 
SDS 7

 
 
A4.3.8.3  PPE   
 
A4.3.8.3.1

/ PPE
SDS 5  

 
A4.3.8.3.2

 PPE   
 

(a)  /

 

(b)  

 

(c)  

 

(d)  

PPE  

A4.3.8.3.3   

PPE

PVC

 

 

A4.3.9 9  

 

A4.3.9.1 4 SDS

SDS

3  

A4.3.9.2 A4.3.9.1 1.5 1.5.2

SDS 1.5.2

/ 1.5.2

 

A4.3.9.3 A4.3.9.2 SDS /

－ 399 －



 

A4.3.9.4 A4.3.9.3 SDS /

/

 

A4.3.9.1 A4.3.9.2 A4.3.9.3
 

A4.3.9.5 SDS 20°C
101.3 kPa

 

A4.3.9.6 SDS

 

A4.3.9.7
/  

A4.3.9.8

 

A4.3.9.9
SDS  

  

－ 400 －



AA4.3.9.1   

 

/
SDS

 

SDS
 

 

  //  

   
 2.1  

   
 SDS

SDS A4.3.1.1 ) 

   
  

/
 

  
  
 

 
  
 /  
 /  

 

 
 

 
 

  
 

  

   
 

 
  

�   
�   

 A4.3.9.2
 

/
 

  
  

�   > -25 °C  
 

 
� > +20 °C

 

 

   
 2.6 2.6.4.2  

 
 

 

－ 401 －



 /  

 
  

 

 
 

  
 

   
�  SADT  
�  20.3.3.3  

 SADT  

 
x °C/°F  

pH   

 pH
pH  

  

 pH  2   11.5 / A4.3.9.3  

   

 mm2/s 
  

    ሺ ʹ/ ሻ =   ሺ ሻ  ሺ / ͵ሻ  

 
 

   
  
  
 

 

n-
/

(log ) 

  
  
 QSAR  
  

   

 50 °C 1.2
 

 SDS
 

 

 

 
 

 SVC ml/m3 g/m3 (=mg/l)
 

 
 

 

� VP  hPa (=mbar)  
MW  g/mol 

� c1 c2 c1 = 987.2 ml/(m
3

hPa)  
c2=0.0412 mol/(m

3
hPa) 

－ 402 －

性質 注釈／手引き

mPa・s 
mm  s 

g cm 



 /  

/

 

  

  

  
�  /   
�  4 °C  

 
SDS  

/
SDS  

 

  

 20 °C =MW/29  

 20 °C =MW/29
 

 20 °C / - Dm 1
 

 
 

 
� VP20 20 °C  hPa =mbar   
� MW  g/mol 
� MWair  MWair 29g/mol 

 
� C3   

 

   

  

  
�  
�  
�  

－ 403 －

性質 注釈／手引き

注記。。



AA4.3.9.2   

  

SDS

/

 

SDS 2

A4.3.9.1

 

 

  
  

// // //  

2.1   1 (a)
/ 2 (a) 11.4

12.4 +  
  1 (b) 

/ 2 (b) 11.5
12.5  

 1 (c) / 2 (c) 
11.6 12.6

+  
 3 (a)

13.4  
 3 (b)

13.5   
 3 (c)

13.6 +  
 2.1 2.1.3

 
 

 
2.2 

 
 

 A4.3.9.1 /
 

 ISO 10156 TCi 
 

 1B
ISO 817:2014 C  

 
 / ISO 10156

 
1B

ISO 817:2014 C  
2.3 

2.3.1  
 1% 20 kJ/g 

2.3
2.3.1.2.1 2 1

 
2.3 

2.3.2  
  
 kJ/g  

2.4 
 

 
 ISO 10156 C i  

 
 1 ISO 10156

ISO 10156 OP  

－ 404 －



  
  

// // //  

2.5 

 
 

  

: 

 
 

n

1i iCriti Tx  

 

� x i i  

� TCrit  i i   

2.6 
 

 A4.3.9.1
 

 2.6 2.6.2 2 L.2
32.5.2

 

2.7 
 

 N.1
33.2.1  

  

2.8 

 

 SADT A4.3.9.1
 

  

 / /  

 / /  

 / / /  

 / /  

2.9 

 

 N.3
33.3.1.5

 

2.10 

 

 5
N.2 33.3.1.4

 

 
 

2.11 

 

 /
N.4 33.3.1.6

 

 2.11 2.11.4.2
 

2.12 

 

  

  

 
N.5 33.4.1.4

 

2.13 
 

 O.2
34.4.2

O.2  

2.14 
 

 O.1
O.3 34.4.1 34.4.3

O.1 O.3
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// // //  

2.15 
 

 SADT A4.3.9.1
 

  

 / /  

 / /
 

 / /
 

 / /  
2.16 

 

 
 

 
C.1

37.4  

 SDS
7 10  

2.17 
 

  

  

 Ac   
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A4.3.9.3

SDS
/

/
 

 

/
 

/  

  6 3.3  (c)
 500 J/g

 

 3 (a)
13.4

 

 3 (b)
13.5

 

SAPT
 

 
 

 SAPT  

/
 

  

 
 

 SDS 2 /

 
� /  
�  
�  (Kst) 
�  

 A4.3.9.1
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表 A4o3o9'o3：さらなる安全特性（補足）

安全特性および／ 注釈／手引き
または試験結果

注記 1: 

注記広



A4.3.10 10  
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(c)  /  
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(f)   

(g)   
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A43。10 第 10厳：安定性および反応性

A4。8。□ 第 11筋：有害性情裁
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SDS
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A4。3。12 第 12筋：環境影響情報
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注記
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A4。3。]_4 第 14筋。。輸送上の注意



A4.3.14.7 IMO  

IMO

SOLAS9 VI VII MARPOL10 II V IBC  Code11 IMSBC  

Code12 IGC  Code13 EGC   Code14 GC   Code15  

A4.3.1.1 IBC 

Code 17 18 IMO’s MEPC.2/Circular

 

MARPOL V

HME IMSBC Code

MHB IMSBC

 

IGC Code EGC Code

GC Code  
 
A4.3.15 15  

SDS
16 17

18  
 
A4.3.15.1  

 
 
A4.3.16 16  

SDS SDS

SDS 1 15

 

(a)  SDS SDS

SDS

 

 (b)  SDS /  

 (c)  SDS  

SDS
 

 

 

 

 

 
9  SOLAS 1974  
10   MARPOL 1973 1978  
11  IBC Code  

12  IMSBC Code  

13  IGC Code

 
14  EGC Code  

15   GC Code  
16

 
17    
18

 

－ 413 －

A4。3。15 第 15節。。遥柑法令

A4。3。]_6 第 16筋。。その勉の情毅

注記
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CCONSUMER PRODUCT LABELLING  
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1
1

ADI

 

－ 418 －

A5。202 米国消費者製品安全委員会による、リスクに基づく爽示の例
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A6。5。13 分析

A6ふ14 フィードバックおよぴ追跡

A6o5。15 追
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附属書 7 

GHSラベル要素の配置例 

以下は図解のために示された例で、GHS小委員会でさらに議論と検討が行われる。 

例1： 引火性液体区分 2の組合せ容器包装  

外装容器：引火性液体輸送標札を付した箱 * 
内装容器： GHS危険有害性警告ラベルを附したプラスチック・びん ** 

*  外装容器には国連輸送標札のみが必要。 
** 「危険物輸送に関する国連勧告・モデル規則」に定める引火性液体の絵表示は、内装容器に表示するGHS絵表示

に替えて使用することができる。 

 

注意喚起語(1.4.10.5.2(a) 参照) 

危険有害性情報(1.4.10.5.2(b) 参照) 

注意書き (1.4.10.5.2(c) 参照) 
所管官庁が指定する追加情報があればここに記載する。 

供給者名称 (1.4.10.5.2(e) 参照) 

２－メチルフラマリン

UNXXXX 

２－メチルフラマリン 
製品特定名

(1.4.10.5.2(d) 参照) 

傘
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例2： 特定標的臓器毒性物質区分 1および引火性液体区分2の組合せ容器包装 

外装容器：引火性液体輸送標札を付した箱 * 
内装容器： GHS危険有害性警告ラベルを附したプラスチック・びん ** 

         製品特定名  

(1.4.10.5.2(d) 参照) 

 ** 

注意喚起語 (1.4.10.5.2(a) 参照) 

危険有害性情報 (1.4.10.5.2(b) 参照) 

注意書き (1.4.10.5.2(c) 参照) 
所管官庁が指定する追加情報があればここに記載する。 

供給者名称 (1.4.10.5.2(e) 参照) 

 *    外装容器には国連輸送標札のみが必要。 
** 「危険物輸送に関する国連勧告・モデル規則」に定める引火性液体の絵表示は、内装容器に表示するGHS絵表示

に替えて使用することができる。 

塗料 

UN1263

塗料  (フラマリン、レッドクロモミウム) 

傘
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例3： 皮膚刺激性物質区分2および眼刺激性物質区分2Aの組合せ容器 

外装容器：輸送標札が不要な箱 * 
内装容器： GHS危険有害性警告ラベルを付したプラスチック・ びん 

*    輸送標札がない場合に、所管官庁によっては外装容器にGHSラベルを要求することがある。 

製品特定名

           (1.4.10.5.2(d) 参照) 

注意喚起語 (1.4.10.5.2(a) 参照) 

危険有害性情報  (1.4.10.5.2(b) 参照) 

注意書き (1.4.10.5.2(c) 参照) 
所管官庁が指定する追加情報があればここに記載する。 

供給者名称 (1.4.10.5.2(e) 参照) 

ブラーゼン溶液 
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例4： 引火性液体区分2の単一容器包装 （200 リットルドラム） 

注記： GHSラベルと「危険物輸送に関する国連勧告・モデル規則」に定める引火性液体の標札および表示は組み合わせた

形式で表示することができる。 

  製品特定名
              (1.4.10.5.2(d) 参照) 

注意喚起語 (1.4.10.5.2(a) 参照) 

危険有害性情報 (1.4.10.5.2(b) 参照) 

注意書き (1.4.10.5.2(c) 参照) 
所管官庁が指定する追加情報があればここに記載する。 

供給者名称 (1.4.10.5.2(e) 参照) 

２―メチルフラマリン

２―メチルフラマリン 

UNXXXX 

口
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例5： 特定標的臓器毒性物質区分1および引火性液体区分2の単一容器包装 

注記：  GHSラベルと「危険物輸送に関する国連勧告・モデル規則」に定める引火性液体の標札および表示は組み合わせた

形式で表示することができる。 

製品特定名

 (1.4.10.5.2(d) 参照) 

注意喚起語 (1.4.10.5.2(a) 参照) 

危険有害性情報 (1.4.10.5.2(b) 参照) 

注意書き (1.4.10.5.2(c) 参照) 
所管官庁が指定する追加情報があればここに記載する。 

供給者名称 (1.4.10.5.2(e) 参照) 

塗料 

UN1 2  6 3 

塗料 (メチルフラマリン、 

◇ 
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例6： 皮膚刺激性物質区分2および 眼刺激性物質区分 2Aの単一容器包装 

製品特定名

          (1.4.10.5.2(d) 参照) 

注意喚起語 (1.4.10.5.2(a) 参照) 

危険有害性情報  (1.4.10.5.2(b) 参照)  

注意書き (1.4.10.5.2(c) 参照) 
所管官庁が指定する追加情報があればここに記載する。 

供給者名称 (1.4.10.5.2(e) 参照) 

ブラーゼン溶液 



7 GHS

(a)   GHS 200

(b)  

(c)  

(d)  GHS

GHS  

(e)  

－ 443 －

例7： 輸送および他の直記情報が単一容器包装上に付される時の追加手引き
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複数の危険有害性を表示するために隣接する 3 つの表示板を用いた単一容器包装 

製品の分類：(a) 引火性液体・区分 2；(b) 急性毒性・区分 4（吸入）；および (c) 特定標的臓器毒性・区分 2（反復ばく露） 

コード

製品名

会社名

危険

子供の手の届かないように保管すること

使用前にラベルを読むこと
町名
国名､   県名、市名、郵便番号、
電話番号
緊急連絡先電話番号

使用法
XXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 
XXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 
XXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 

引火性の高い液体および蒸気。
吸入すると有害。
長期にわたる、または、反復ばく露による肝臓及び腎臓の障害のおそ
れ。

国連番号
正式輸送品名

容器を密閉しておくこと。

熱/火花/裸火から遠ざけること－禁煙。 
屋外または換気のよい場所でのみ使用すること。

ヒューム/ガス/ミスト/蒸気/スプレーの吸入しないこと。

保護手袋および保護眼鏡/保護面/聴覚保護具/…を着用すること。

容器および受器は地面に置く/固定すること。

火災の場合には、[指定された]消火剤を用いること。 

救急処置

吸入した場合:  空気の新鮮な場所に移動し、呼吸しやすい姿勢で休息

させること。

気分が悪いときは、医師に連絡すること。

[ユニバーサルプロダクトコード

（UPC）] 

充填重量  XXXX  ロット番号: XX
総重量: XXXX  充填日:  XXXX
有効期限: XXXXXX 

涼しい所/換気の良い場所で保管すること。 

◇
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例 8： 小さな容器包装のラベル 

形/サイズおよび使用方法による制限からラベルを貼ることができない小さい直接容器が､GHS ラベルで

要求されているすべての情報が表示できる外装容器に容れられている

試験用試薬として使用される製品のガラスアンプルを容れた段ボール箱、

それぞれのアンプルは 0.5g 含む 

 試薬の作業用液体は、アンプルの頭部を除去し、下半分（製品を含む）を必要量の脱イオン水の中に
入れることで作成する。したがって、作業用液体を汚染する可能性のあるラベルをアンプルに貼り付け
ることができない。これが続いて起きる反応に影響を与える可能性がある。サイズおよび形状により、
直接容器（ガラスアンプル）に GHS の該当表示要素をすべて記載するのは不可能である。 
外側の段ボール箱の面積は大きく、要求される GHS ラベル要素を読みやすい大きさで記載できる。 

ラベルのないガラスアンプルはラベル用のタグを端につけたポリエチレンスリーブで密閉される－ア
ンプルは使用直前、すなわち作業用液体を調整するまでポリエチレンスリーブから外さない。タグの端
にあるラベル用の面積はすべての要求されるラベル要素を含むには十分ではない。表示には最小限以下
を含む：

・ タグの端の片面に製品特定名、注意喚起語および供給者の名称および電話番号；

・ タグの端のもう一方の片面に危険有害性絵表示。

これは、使用者が製品の本体（関連した SDS の確認を可能にする）、その危険有害性（製品は危険有
害であり取扱い/保管が適当に行われる必要があることを示す）および供給者の名称/連絡先（緊急時に必
要ならば）に気づくことを確実にする。端のタグの両面で安全情報を確実に示すために、注意喚起語お
よび絵表示は同じ面にはしない。

内装容器： 

最小限の GHS ラベル要素が記載されているスリーブ 

 

30 mm 

15 
mm 

7 
mm 

 BLAHZENIC ACID 
 Company XYZ 
 Phone + 000 0000000 
 SIGNAL WORD 

片面 

20 mm 

ポリエチレンスリーブ

反対面 

READ 

FULL LABEL 

15 
mm 

7 mm 

~ 

遍~ | I 

¥‘ 
70 mm ► ＼ 

l「―I二
I◇ ◇|二 |
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外装容器： 

外装容器にはすべての要求される GHS ラベル要素（危険有害性情報および注意喚起語）が表示される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所管官庁が指定する追加情報があればここに記

載する。 

供給者名称 (1.4.10.5.2 (e)参照)  

注意書き 
(1.4.10.5.2 (c)参照) 

危険有害性情報 
 (1.4.10.5.2 (b)参照) 

注意喚起語  
(1.4.10.5.2 (a)参照) 

製品特定名  
(1.4.10.5.2 (d)参照) ブラーゼン酸 

＼← 70 mm----→ ＼ 

呂 I ~

|◄ 65 mm ►| 
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GHS  
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
*
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例9： 小さな容器包装のラベル：折りたたみラベル

金属容器

表紙



//   
 

GHS  
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

1
1
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例： 
 

この例で検討される表示の原則の適用は、下記のアコーディオンスタイルの多言語ラベルで示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
さらに、この例で検討された表示の原則は、例えば本型、注文帳型および扉型等どのような他の折り

たたみラベルにも適用できるであろう。 
 
 

本型 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

M●ntlon I Sig,ヽolwo『d Palabrad● 

ね悶n19... 1 1A.90.5.2IOII 忙；霊忠II
I 1.4.90.5.2I•II Product ld●99t111●9 Iden1ifle●CIon det 
dontificotion 19A.10.5.2.IdI III 09...CIO 

臨西Ill 悶；：：ば:nu とは芯内＇；
dan er 19．ヽ．10.5.21b))”..,.

I-呼;m.≫ l蒜．；;:,I ~寄！：：宰：
曲 motlon Addltlon●I 

閥常吋＇． Inlonn•t1on ニ2:
1u.10.5A.2) I 11A.1 

&eridenlificanon 
(see 1 4 10.5.2(e)) 

back paRe 
Completely fixed 
to immediate 
container 

リ01’←は
(U.10.5.2(•)) _.,,...,.,..., __ 
(U.10.5.2(d);;) 
｝土ユみ→

(U.10.5.2(b)) 
‘’クd94みク

(U.10.5.2(c) 
9こtュ，と9
(U.10.5...2) 

----Back Page 

Front Page 

C●『"“",..  
{ 9.4.1 0.9.21●II 
“lem•Om叩•O`•

".......... 
nP印m•
1u.10ふ2.(d19)

＂道"”’""'内●p嶋C,...
OU↓JU 

"A.90ふスbll
......m 
町`..叩_.,I SIGNAL WOAD 
;;'=,11 1,...,.,.,o.s.21,n 
=貴 FR-EN - ES- QA•RU 

"A9●ふ勺 芯霜唸寄n> 
frontpane 
wrapped around 
the can 
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F『ontPage

.•• Back Page 
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・・.. :::=• Text Pages 

Text Pages Text Pages 

Back Page Back Page 

Front Page Text Page Text Page Front Page 

Text Pa,es 

Back Page 

Front Page Front Page 
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GHS  
 
 

A 
 

1 4 2
2  

 

GHS
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例10： セットまたはキットのラベル

例A



 

 
 

 
GHS

 
1 SDS

1 2  

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
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内容器ラベル
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外装容器ラベル 

  
 この水分析の薬品キット（下記参照）の場合には、セットまたはキットの特定名に加えて、すべての

要求されている GHS ラベル要素がそれぞれの危険有害物質または混合物に対して外装容器に示される。 
 
 外装容器におけるそれぞれの危険有害な物質または混合物に対するラベル要素は、どのラベル要素が

どの物質または混合物に割り当てられたかを明確に区別するために、グループ化される。 
 

しかし供給者の特定名は外装容器の一か所だけに示される必要がある。可能であれば補足的な情報が

外装容器に含まれていてもよい。 
 
 不適切な記載を避けるために、一般的注意書き（表 3.2.1）および保管に関する注意書きは一か所だけ

記載される必要がある（附属書 A3.2.5 注意書き使用における柔軟性参照）ものの、多くの注意書きが要

求されている場合、使用者（例えば消費者、事業者及び労働者）の特性、供給量および意図され予見可

能な使用環境を考慮して、注意書きは他のラベル要素とは別に記載されてもよい。これらの状況では、

それぞれの物質または混合物に対する注意書きは外装容器の同じ面でしかも通常の使用下で見える面に

グループ化されているべきである。 
 
 
 
  

Reagent 1 
Product ident. 
(see 1.4.10.5.2 (d) (ii)) 
Signal word 
(see 1.4.10.5.2 (a)) 

  

 
Read full label 
Company XYZ 
Phone +000000 

Reagent 2 
Product ident. (see 1.4.10.5.2 (d)(ii)) 

 
Signal word (see1.4.10.5.2(a)) 
Read full label 
Company XYZ Phone +000000 
   
 

一
◇
◇
 

◇⑤◇ 
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例 B 

 
 この例は、キットのそれぞれの危険有害な物質または混合物に対するすべての適当な GHS ラベル要素

を外装容器ラベルに貼ることができない（容器包装のサイズや形状などの技術的理由によって）場合に

ついて検討する。 
 
 この例は、外装容器（例えば箱）に並べられている、それぞれの容器（サンプル瓶）に入ったたくさ

んの異なる物質または混合物からなるマーケティング目的に使用されるサンプルキットである。それぞ

れの瓶の内容物によるが、異なる物質または混合物のいくつかまたはすべては危険有害であると分類さ

れるかもしれない。個々の内容器（例えば瓶）はサンプルキットのライフサイクルを通じて外装容器内

に収められている。顧客は個々の瓶を選択し、透明度、色または臭いをチェックするために箱から取り

出し、外装容器内にある小さい穴に戻すであろう。 
 
 
 
  

Reagent kit for water analysis 
Supplier identification (see 1.4.10.5.2(e)) 

Reagent 1 

 
Signal word 
(see 1.4.10.5.2(a)) 
Hazard statements 
(see 1.4.10.5.2 (b)) 
Product identifier 
(see 1.4.10.5.2 (d)(ii)) 

Reagent 2 

 
Signal word 
(see 1.4.10.5.2(a)) 
Hazard statements 
(see 1.4.10.5.2 (b)) 
Product identifier 
(see 1.4.10.5.2 (d)(ii)) 

Reagent 1 
Precautionary statements (see 1.4.10.5.2 (c)) 

Storage conditions and general 
precautionary statements  

Reagent 2 
Precautionary statements (see 1.4.10.5.2 (c)) ◇◇ |◇令◇
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個々の容器ラベル 

異なるそれぞれの容器の面積がすべての必要な GHS ラベル要素を記載するには十分ではないので、以 
下の最小限の必要な情報が記載されるべきである：

－ 供給者特定名（すなわち名前および電話番号）；

－ 製品特定名 2 ；

－ 絵表示；

－ 注意喚起語；

－ 「すべてのラベル情報を読むこと」という文言。

個々の内装容器のラベル例

2 危険有害な成分をラベルに記載することが要求されている場合には、それらはキットの中に添付してある

すべてのラベル情報の一部として適当な言語で示される。 

個々の内装容器

（サンプル瓶） 外装容器/
_
 

--Product ident. 
(see 1.4.10.5.2 (d) (ll)) 
Signal word 
(see 1.4.10.5.2 (a)) 

◇鐸
CompanyXYZ 
Phone +000000 
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すべてのラベル情報 

危険有害な物質または混合物を含むそれぞれ個々の容器に対するすべての GHS ラベル情報は、外装容

器の内側に貼付されている。このラベルにある個々の製品の特定名は、個々の容器のラベルにある製品

の特定名と一致している。すべてのラベル情報の内容の例を以下に示した。

製品特定名

(1.4.10.5.2 
(d)(ii)参照) 

絵表示

(1.4.10.4 参照) 
注意喚起語

(1.4.10.5.2(a)
参照) 

危険有害性情報

(1.4.10.5.2(b) 
参照) 

注意書き

(1.4.10.5.2(c)参照) 
補足情報

(1.4.10.5.4.2
参照) 

123 警告

引火性の液体およ

び蒸気

皮膚刺激

長期継続的影響に

より水生生物に毒

性

熱、高温のもの、火花、裸火およ

び他の着火源から遠ざけること。

禁煙。

容器を密閉しておくこと。

防爆型の機器を使用すること。

火花を発生させない工具を使用す

ること。

静電気放電に対する措置を講ずる

こと。

環境への放出を避けること。

保護手袋を着用すること。

皮膚（または髪）に付着した場

合：直ちに汚染された衣類をすべ

て脱ぐこと。接触部位を水で洗う

こと。

火災の場合：消火するために乾燥

砂、粉末薬品または耐アルコール

泡を使用すること。

換気の良い場所で保管すること

たとえそれぞれの内容器の内容物が GHS により危険有害とは分類されない、つまり記載する必要がな

いとしても、「分類判定基準に合致しない」または「危険有害性の区分に該当しない」のような記載は

必要であろう。もし内装容器の内容が完全なラベル情報から省略されていても使用者の混乱を取り除く

ことができる。

すべての GHS ラベル情報を含んだ文書は、使用者が即座にそれぞれ個々の容器に対する情報を認識す

ることができるように、構成され印刷されるべきである。ラベル要素の視認性は、矯正レンズ以外のど

のような道具を使用することもなく、確保されるべきである。この例の方法は、たくさんのサンプルが

あり、複数言語が要求されさらに注意書きがあると、文書は多くなり、特定の内装容器に対するラベル

情報を素早く見つけ出すことが困難になり、実行不可能になるであろう。

右に示すように、それぞれの内容器に関

するすべてのラベル情報は外装容器内に

ある。

すべてのラベル情報のシートは添付の確

実な方法で組み合わせ包装の内部に恒久

的に連結されている。（例えば図のよう

に、折りたたまれたラベルがひもやタグ

などで結ばれている）

◇
◇
◇
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外装容器ラベル 

 
ラベル用の面積が限られている外装容器について示す： 

－ キット特定名（キットの名称）； 

－ 供給者名（1.4.10.5.2(e)参照）； 

－ キット全体に対する保管および一般注意書き； 

－ それぞれの危険有害な物質または混合物に対する絵表示、重複なし； 

－ 注意喚起語（どれかの成分に割り当てられた中で最も厳しいもの）； 

－ 「すべてのラベル情報を読むこと」という文言。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

MARKET KIT 
 
Product ident. (see 1.4.10.5.2 (d) (ii)) 
 
Signal word (see 1.4.10.5.2 (a)) 
 

 
 
Precautionary Storage Statements (see 1.4.10.5.2 (c)) 
 
Read full label enclosed 
 
Supplier identification (see 1.4.10.5.2 (e)) 
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A8.1   

GHS

  

 

 GHS    4 

   3 

 /    1C 

 /    1 

    4 

A8.2

1.1  EINECS  

 EINECS

IUPAC  

 

 

  CAS No. 999-99-9 

EINECS No.  222-222-2 

1.2   

 ISO

 

2-  

 

1.3  C H O  

1.4    

1.5  (w/w)   

1.6 

 

  

1.7  : Globalexyl UNoxy ILOate

 

:  
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附属書8

世界調和システムにおける分類例

A8。1 分類に関する提案

分類案

A8。2 物質の特定

1。1回IN四CS名称

図IN図CSに無い場合

は江茫AC名

1。2同義語

(IS0名がある場合記

入する）

lLo3分子式

1。4構造式

].05 純度 (w/w)

1。6重要な不純物または

添加物



AA8.3   
  

4  

22.1     

22.2    146.2  

22.3  //   ((°C)  -45  

22.4  //    ((°C)   208.3  

22.5      

22.6    ((Pa(°C))  7  

22.7    ((g//ccm3)  0.887 0.890  

22.8    (( ==1)  5.04  

22.9    ((mg//kkg, °C)    

22.10    ((mg//kkg, °C)   (0.99% w/w) 

22.11    ((log Pow)    

22.12    

    ((°C)  

    ((%,v//vv)  

    ((°C)  

  

81.7 90.6 
1.2  8.4 

22.13     

22.14      

22.15      

AA8.4   
  
AA8.4..1   
  
A8.4.1.1  

GHS 4 300-2000 mg/kg  

  LLD550  ((mg//kkg)     

 1480  2 

 1500  

740  
mg/kg LD50 EGHE 0.89 g/cm3 ml/kg

 
8 

 
A8.4.1.2

0.5mg/l

  LLC550  ((mg/l)  
  (( ))  

    

  > 83 ppm
0.5 mg/l

 

4 83 ppm
85 ppm

  

3 

  6 85 ppm

 

8 

  8 85 ppm ” ” 
 

2 
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A8.4.1.3  
 

GHS 3 (200-1000 mg/kg)  

 LLD550  
((mg//kkg) 

   

 790  2 

 

5 /  / 

 

720  

830  

24 3560 mg/kg 2

14

 

8 

  
AA8.4..2 //   
 

7 6 3

7

1

3

 

 

 

 

GHS 3

4

1C  

  
  

  

  
((w//ww)  

:: 

  
  

  

 6 4 0.5 ml

100% 

 1 1
1

7 4
1 2
1 3

7
1

7 6 3
7 6 4

  

8 

 

5 24 100% 

 

 
 

2 
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AA8.4.3 //  

 

3

GHS 1  

  
  

  
((w//ww) 

   

 6 0.005 ml
100% 

1 3 2.8

24 48 72 0.5
7  

8 

 60 1  
5% 

5

 

1 

  

AA8.4.4

  

AA8.4..5  

A8.4.5.1

GHS

A8.4.5.2

A8.4.5.2.1

A8.4.5.2.2

0.43mg/l 72 ppm 13
GHS

mg/l

NOEL

(F344)

20/ /

10/ 
/  - 

4

0.12, 

0.24 

0.425

6 13

5 /

12%

3 
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A8.4.5.2.3   
 

11 444 mg/kg
 

    
mmg//kkg   

 NNOEL
 

  

 0, 44, 
222

 444 

6 11
9

  

1 

AA8.4.6   (( ))  
 

 –  
 
AA8.4..77  
  

Ames in vitro 
in vivo  

  
  iin vitro  

           

Ames  

 

0.3-15 mg/
 

  

5 

IVC CHO 0.1-0.8 mg/ml 
(-S9), 0.08-0.4 
mg/ml (+S9)   

6 

 
CHO  

  
7 

SCE CHO  
  

7 

  

AA8.4..88

– 
 
AA8.4..99

            

  21, 41 80 
ppm 0.12, 0.24 

0.48 
mg/l  

 
6 15  

 

 

4 

  21, 41 80 
ppm 0.12, 0.24 

 0.48 
mg/l  

 
6 18  

 

4 
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AA8.5

1.  Patty, F. (Ed.) (1994). Industrial Hygiene and Toxicology. 4th Ed. pxxxx-xx New York: 

Wiley-Interscience. 

 

2.  Smyth, H.F., Carpenter, C.P., Weil, C.S. and Pozzani, U.S. (1954). Range finding toxicity data. 

Arch. Ind. Hyg. Occup. Med. 

 

3.  Fasey, Headrick, Silk and Sundquist (1987). Acute, 9-day, and 13-week vapour inhalation studies 

on Globalene Hazexyl Systemol. Fundamental and Applied Toxicology. 

 

4.  Wyeth, Gregor, Pratt and Obadia (1989). Evaluation of the developmental toxicity of 

Globalene Hazexyl Systemol in Fischer 344 rats and New Zealand White rabbits. 

Fundamental and Applied Toxicology. 

 

5.   

 

－ 466 －



AANNEX 9  

GGUIDANCE ON HAZARDS TO THE  
AAQUATIC ENVIRONMENT 

－ 467 －





          

A9.1 …………………………………………………………………………………………………… 471
A9.2  ………………………………………………………………………… 474

A9.2.1   ………………………………………………………………………………  474 
A9.2.2  ……………………………………………………………  474 
A9.2.3   …………………………………………………………………………………… 474 
A9.2.4   ……………………………………………………………………………………  475 
A9.2.5   …………………………………………………………………  476 
A9.2.6 ……………………………………………………………………………  476 
 

A9.3 ………………………………………………………………………………………….. 477
A9.3.1    ……………………………………………………………………………………   477
A9.3.2   …………………………………………………………………………… 477
A9.3.3 ………………………………………………………………………  479
A9.3.4   ……………………………………………………………………………  481 
A9.3.5  ………………………………………………………………………  481 
A9.3.6   ……………………………………………………………………  487 

A9.4 .................................................................................................................................. 487 
A9.4.1    .....................................................................................................................   487 
A9.4.2    …………………………………………………………………  488 
A9.4.3    ………………………………………………………  492 
A9.4.4     .................................................................................................   494 
 

A9.5 ........................................................................................................................... 495 
A9.5.1    .....................................................................................................................   495 
A9.5.2     ................................................................................   495 
A9.5.3  BCF Kow ........................   498 
A9.5.4     ................................................................  500 
A9.5.5     ..................................................................................................   500 
 

A9.6 QSAR ...................................................................................................................... 501 
A9.6.1   ............................................................................................................... 501 
A9.6.2     .................................................. 501 
A9.6.3  QSAR   ...................................................................................... 502 
A9.6.4  QSAR      503 
 

A9.7 ............................................................................................. 505 
A9.7.1    .....................................................................................................................   505 
A9.7.2   ......................................   507 
A9.7.3     .....................................................................   508 
A9.7.4    .......................................................................................................   509 
A9.7.5    ..............................................   509 
 

  .......................................................................................    513 
  .....................................................................    519 

BCF Kow ...........    523 
..................................  527 

.......................................................................    529 
  .................................................................................................................. 533 

－ 469 －

附属書9

水生環境有害性に関する手引き
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1

AA9.1

A9.1.1

 

(a)   

(b)   
 
A9.1.2

 
 
A9.1.3

A9.2  
 
A9.1.4

1.2 

/

 
 
A9.1.5

/
 

A9.1.6

1 OECD Environment, Health and safety Publications, Series on Testing and Assessment, No 27, Environment 

directorate, Organization for economic Co-operation and Development, April 2001. 

－ 471 －



 

A9.1.7

A9.2 

 

 

A9.1.8

4 A 

9.3 A9.4 A9.5  

 

A9.1.9

 

(a)  

(b)  

(c)  

 

A9.1.10 OECD 

 

(a)

L(E)C50 NOEC

b

/

c
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d

WAFS

e

f pH

g

h

pH

i /

j

A9.1.11

A9.3

A9.1.12

A9.4

A9.1.13 A9.5

BCF

QSAR

A9.1.14 QSAR 3

QSAR

QSAR

QSAR

QSAR A9.6
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A9.1.15

A9.7

A9.1.16

AA9.2

AA9.2.1
EU GESAMP IMO

RID/ADR

2 3 4

2 2 3

AA9.2.2
4.1 4.1.2.4 4.1.1

AA9.2.3

A9.2.3.1

1 2

A9.2.3.2

－ 474 －



A9.2.3.3

(A9.3.3.2.2)

A9.2.3.4
log Kow 4 BCF 500

1
(a) L(E)C50 1mg/l log Kow 4

BCF 500  
(b) L(E)C50 1mg/l  

A9.2.3.5 A9.3 A9.4 A9.5 

A9.2.3.6 1mg/l

BCF 500 BCF log Kow 4
4

 

A9.2.3.7

3

AA9.2.4

A9.2.4.1

(a) 

(b) L(E)C50

(c) NOEC ECx

(d) 

(e) 

(f) BCF

(g) / log Kow
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A9.1.10

A9.2.4.2

L(E)C50 100mg/1 1mg/l

1mg/l

9.2.4.3

4.1 4.1.1 4.1.2

A9.2.4.4 100mg/l

log Kow 
log Kow 4

log Kow

BCF BCF
BCF 500 

BCF 500 BCF log Kow 4
A9.2.4.3

A9.2.4.5 1mg/1
4

BCF
500 BCF log Kow 4 4

AA9.2.5

AA9.2.6
A9.2.6.1

GLP

 
(a) EU USEPA

 

(b) OECD

 

－ 476 －



(c) 

 

(d) 
 

(e)  QSAR QSAR  

(f) 
1 2 3

A9.3.6.2.3  

A9.2.6.2 3

A9.3

A9.2.6.3

AA9.3

AA9.3.1

/

AA9.3.2

A9.3.2.1

－ 477 －



A9.3.2.2 GHS

OECD 1998

1 96 LC50 OECD  203
1 48 EC50 OECD  202

1 72 96 EC50 OECD  201

Lemna

1

OECD  210 202 Part 2 211
201

NOEC
L(E)Cx

OECD
OECD 2006

A9.3.2.3 OECD

A9.3.2.4
OECD, 1999; EPA, 1996; ASTM, 1999; ISO EU OECD No.11

A9.3.2.5

A9.3.2.5.1
0.1 5g 96

96
96

OECD 
 203 96 LC50

A9.3.2.5.2

OECD  210 US 
EPA 850.1500

7 200
OECD 210
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A9.3.2.6

A9.3.2.6.1
24

48
96

OECD  202 Part 1
US EPA OPPTS 850.1035

A9.3.2.6.2

3 21 28
1 OECD 

 202 Part 2 211
US EPA OPPTS 850.1350

A9.3.2.7 /

A9.3.2.7.1
OECD  201

3 4

A9.3.2.7.2

Lemna gibba Lemna minor

EC50 14

Lemna OECD 

221 US EPA 850.4400 Lemna

AA9.3.3

QSAR
Rand (1996)

A9.3.3.1
A9.3.3.1.1

50% LC50 50%

50%
 
A9.3.3.1.2 1ppm 1mg/l

1 / 1 1
1 10ppm 1 10mg/l

2 10 100ppm 10 100mg/l 3
100ppm 100mg/l
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A9.3.3.2

A9.3.3.2.1

NOEC ECx

A9.3.3.2.2
0.01mg/l 1

0.01mg/l 0.1mg/l 2 0.1mg/l 1.0mg/l
3 1.0mg/l

2
0.1mg/l 1 0.1mg/l 1.0mg/l 2  

A9.3.3.2.3

/
/

 
 

(a) 3
 

 
(b) 1 2

 
 

(c) NOEC
ECx /

NOEC LC50

NOEC
NOEC

NOEC 4
NOEC ECx 1mg/l

 
 
A9.3.3.2.4 /Lemna  
 

 (a)  
 

 (b)   
 
 (c)  
 

/ L(E)C50

NOEC
1mg/l 
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A9.3.3.3

4
-

A9.3.3.4

EDTA
EDTA

EDTA
EDTA

A9.3.3.5 QSAR

QSAR
QSAR A9.6

QSAR

QSAR

AA9.3.4

A9.3.4.1

A9.3.4.2
GLP GLP

GLP

A9.3.4.3
L(E)C50 NOEC

4

AA9.3.5

A9.3.5.1

DoE 1996; ECETOC 1996; US EPA 1996 OECD

A9.3.5.2

－ 481 －



L(E)C50

(a) 80%

A9.3.5.6

 

(b) 

  

(c) 

A9.3.5.7

  

(d) 

  

(e) 

WSF WAF

  

A9.3.5.3

A9.3.1

－ 482 －



A9.3.5.4

L(E)C50 1mg/l 

1mg/l 

1mg/l 

A9.3.5.5

 

A9.3.5.6

A9.3.5.6.1

A9.3.5.6.2

(a) 
L(E)C50

 
 
(b) 

 
 
(c) L(E)C50

 
 
(d)  

A9.3.5.7

A9.3.5.7.1 1mg/l

A9.3.5.7.2

－ 483 －



(a) L(E)C50

1 / 1

 

(b) L(E)C50

4

 

(c) 
L(E)C50

L(E)C50

 

(d) 

1mg/l

 

A9.3.5.8

 

(a) 

L(E)C50 NOEC

 

(b) log Kow

 

(c) 

log Kow L(E)C50

NOEC  

A9.3.5.9

A9.3.5.9.1 pH

pH

1

MWsalt/MWion

A9.3.5.9.2

－ 484 －



A9.3.5.10

A9.3.5.10.1

WSF WAF L(E)C50

LL50 WSF WAF

A9.3.5.10.2 /

－ 485 －



AA9.3.1

/

/

1mg/l

/

/

－ 486 －



AA9.3.6

A9.3.6.1

A9.3.6.2

A9.3.6.2.1 OECD

GLP

ISO ASTM

GLP

GLP

A9.3.6.2.2 Pedersen  1995

US-EPA AQUIRE

Mensink  1995 Pedersen

Pedersen

A9.3.6.2.3

GESAMP

A9.3.6.2.4 QSAR

QSAR

AA9.4

AA9.4.1

A9.4.1.1

pH

BOD5/COD

－ 487 －



A9.4.1.2 4.1

A9.7

A9.4.1.3

A9.I
A9.II

A9.4.2

A9.4.2.1

3 A9.1.8, A9.1.9, A9.1.2.3.1
A9.2.3.4 4.1 4.1.2.11.3 

A9.4.2.2
A9.4.2.2.1 OECD  No.301 OECD, 1992

OECD

A9.4.2.2.2

OECD 2 100mg/l

OECD 
 209 ISO 9509 ISO 11348

A9.4.2.2.3
4.1.2.11.3 10

MITI I OECD 
 301C OECD OECD 301C 10

OECD  
301D 10 14

10 28 %
10

10

28

－ 488 －

A9A2 分解性データの解釈



10

A9.4.2.3 BOD5/COD 
5 BOD5

BOD5

BOD5

ThOD
COD

A9.4.2.4

A9.4.2.4.1 4.1 4.1.2.11.3 a b

A9.4.2.4.2 4.1 4.1.2.11.3 c 28 70

28

k (ln0.3–ln1)/28=0.043/day-1 t1/2 ln 
2/0.043=16

A9.4.2.4.3

Q10 10

A9.4.2.4.4

A9.4.2.4.5

(a) /l  
 
(b)  
 
(c) 1ml 103 106  
 
(d) 5 25  
 
(e)

 

28 70 16

－ 489 －



A9.4.2.4.6

A9.4.2.4.7

(a)

 

(b)  

A9.4.2.4.8

OECD  302 70%

2

A9.4.2.4.9

STP OECD  303

STP

A9.4.2.4.10

2 4 OECD EU

Zahn Wellen OECD TG 302 B MITI II OECD TG 302 C

(a)

(b)

(i) MITI II 60 14

(ii)  Zahn Wellen 70 7

－ 490 －



(a)  
 
(b)  
 
(c) 28 16 0.043 day-1

 

A9.4.2.4.11

A9.4.2.4.12
OECD  111 pH4 pH9

t1/2 16

t1/2 2,3

A9.4.2.4.13
OECD, 1997

A9.4.2.4.14

A9.4.2.4.14.1 QSAR

QSAR
HYDROWIN 1.67

Syracuse Research Corporation QSAR EU
1/5 Niemel  2000

A9.4.2.4.14.2 QSAR

BIOWIN 3.67 Syracuse 
Research Corporation 0.5

OECD, 1994; Pedersen 1995 Langenberg
1996

(Q)SAR

QSAR

A9.4.2.4.15

H

－ 491 －



Pedersen 1995

A9.4.2.5

AA9.4.3

A9.4.3.1

20%

A9.4.3.2

A9.4.3.2.1

A9.4.3.2.2

2

100mg/l

A9.4.3.3 28
A9.4.3.3.1 MITI, 1992 28

28

BOD5/COD 0.5 10

(a) 5 50  

(b) 0.1 day-1 7  

A9.4.3.3.2 28
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A9.4.3.4

A9.4.3.5
A9.4.3.5.1

1

A9.4.3.5.2

a

b

c

d

e  

A9.4.3.5.3

A9.4.3.5.4
MITI I OECD  301C

OECD  301F 100mg/l
OECD  301D

2 10mg/l

OECD  209 ISO 9509
ISO 11348

A9.4.3.5.5

OECD  301D
DOC OECD 

 301A  OECD OECD  301E
OECD  301

－ 493 －



A9.4.3.5.6 OECD  301D MITI I
OECD  301C OECD  301F

A9.4.3.6

AA9.4.4

(a) 28
10

DOC 70 60
14

 

(b) 3 16 28 70
 

(c) 16 28 70

 

(d) 3 16 28 70

 

(e) BOD5 COD BOD5/COD 0.5
7 28

 

(i)  

(ii) QSAR Biodegradation Probability Program

0.5  

3

－ 494 －



  

(iii) 
 

(iv)   

AA9.5

AA9.5.1

A9.5.1.1

OECD, 1998

biomagnification
European Commission, 1996

A9.5.1.2

BCF
log Kow

A9.7

A9.5.1.3

2
9 III

9 IV Kow

9 V 9 VI

AA9.5.2

A9.5.2.1

A9.5.2.2 BCF
k1

k2 OECD 305, 1996
Kow

Kow

Kow log BCF log Kow

Kow

(1) 
(2) Kow (3) QSAR

Kow

－ 495 －



A9.5.2.3 BCF
A9.5.2.3.1

BCF

BCF

A9.5.2.3.2
OECD OECD 305, 1996

A9.5.2.3.3 BCF
Kow

A9.5.2.3.4

GLP

III 1

A9.5.2.3.5 BCF

OECD 306 1996)
Kow

A9.5.2.3.6 BCF BCF
BCF ASTM E 1022-94

BCF

A9.5.2.3.7 log Kow 6 BCF
log Kow

BCF

A9.5.2.3.8 BCF 
A9.5.2.3.8.1 BCF

OECD 305
BCF

BCF

A9.5.2.3.8.2
BCF

BCF
BCF BCF

BCF BCF
BCF BCF

BCF
BCF

5 OECD 305 1996
Pedersen 1995

－ 496 －



A9.5.2.3.8.3 BCF
BCF500 BCF 4.1

4.1.1

A9.5.2.3.9
A9.5.2.3.9.1

BCF

A9.5.2.3.9.2
BCF BCF

A9.5.2.3.9.3

Comotto , 1979; Wakabayashi , 1987; Goodrich , 1991; Toshima , 1992

BCF

A9.5.2.3.9.4 BCF 1000
10

OECD 305 1996
BCF

BCF 500 BCF BCF

A9.5.2.4 Kow

A9.5.2.4.1 Kow

Kow

log Kow QSAR
QSAR

QSAR Kow

Kow

EEC A.8., 1992; OECD 117, 1989
pK pK pH

A9.5.2.4.2 Kow

Kow HPLC
OECD  107 1995 OECD 

 117 1989 EEC A.8 1992 EPA-OTS 1982 EPA-FIFRA 1982 ASTM 1993
log Kow 2 ~ 4

OECD 123 log Kow 8.2 Kow

HPLC log Kow 0 6
HPLC

log Kow USEPA 1985
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Kow

QSAR Kow

A9.5.2.4.3 QSAR log Kow

Kow Kow

QSAR
4 PC CLOGP, LOGKOW (KOWWIN), AUTOLOGP, SPARC

CLOGP, LOGKOW AUTOLOGP
SPARC SPARC

log Kow QSAR US EPA/EC
CLOGP US EPA/EC 1993 Pedersen (1995) CLOGP

LOGKOW
A9.5.1

A9.5.1 Kow QSAR

log Kow  

CLOGP log Kow 0  
log Kow 9a

C, H, N, O, , P S
log Kow

LOGKOW  
(KOWWIN) 

4 log 
Kow 8b 

C, H, N, O, , Si, P, Se, Li, Na, K
Hg log Kow

AUTOLOGP log Kow 5 C, H, N, O, , P S
log Kow AUTOLOGP

SPARC log Kow 5

KOWWIN
CLOGP

SPARC

SPARC QSAR
KOWWIN, CLOGP, AUTOLOGP

log Kow

SPARC

a Niemel log Kow log Kow 0
9 log Kow

n=501, r2=0.967 TemaNord 1995: 581
b log Kow 13058 Syracuse Research 
Corporation, 1999 LOGKOW log Kow 4 8

A9.5.3 BCF Kow

A9.5.3.1 BCF

log Kow

A9.5.3.2
A9.5.3.2.1

DoE, 1996; ECETOC 1996; US EPA 1996; OECD, 2000

OECD OECD 2000

－ 498 －

表A9o5。]_ 正w推定に推奨されているぷ払豆

モデル log冗owの 使用できる物質
範囲

A9。5o3 BCFおよぴ乙可催に嬰して侍別な注意が‘必要な化学品クラス



A9.5.3.2.2

BCF

A9.5.3.2.3 BCF Kow

BCF

A9.5.3.3

log Kow

log Kow QSAR

20

A9.5.3.4

700
European Commission, 1996

1000
CSTEE, 1999

A9.5.3.5
A9.5.3.5.1

A9.5.3.5.2
BCF BCF

A9.5.3.5.3 Kow

Kow

Tolls, 1998

Tolls, 1998 Tolls 1998 LOGKOW log Kow

log Kow Roberts 1989
log Kow
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log Kow

AA9.5.4

A9.5.4.1 BCF
BCF

500 500 BCF

BCF

4

BCF BCF

A9.5.4.2 log Kow

log Kow

4 4 log Kow

QSAR log Kow

A9.5.4.3

BCF log Kow log Kow

log Kow

Kow

AA9.5.5

A9.5.5.1

1

A9.5.5.2 BCF

BCF

log Kow

BCF BCF

BCF

A9.5.5.3 Kow

log Kow

QSAR QSAR

Kow QSAR

Kow n

A9.5.5.4

A9.5.5.5

－ 500 －



(a)  / BCF   

(i)  BCF 500  
(ii)  BCF 500  

 (b)  / BCF   

/ log Kow   

(i)  log Kow 4  
(ii)  log Kow 4  

(c)  / BCF   

/ log Kow   

log Kow QSAR   

(i)  log Kow 4  
(ii)  log Kow 4  

A9.6 QSAR

A9.6.1
A9.6.1.1 QSAR Overton Lipnick, 1986

Meyer Lipnick, 1989a

Overton 1901 ”Studien über die Narkose
”

Lipnick, 1991a

Meyer Overton

A9.6.1.2 Corwin Hansch n /

QSAR
1972 log (1/C) = A 

log Kow + B 137 QSAR Kow n /
C

5
5 5

Könemann 1981 Hansch
Könemann

Lipnick, 1989b

A9.6.2
A9.6.2.1 QSAR

log Kow log C QSAR
log Kow

Lipnick, 1995

A9.6.2.2 1

log Kow

－ 501 －

A9。6 睾塁の使用

A9。Sol 経緯

A9。6。2 有害性の過小群価を起こす実験技術上の誤差



Lipnick, 1990

AA9.6.3 QQSAR
A9.6.3.1 QSAR

QSAR
QSAR

A9.6.3.2 n n n
96 LC50 n

n

A9.6.3.3
QSAR

QSAR

1

log Kow

A9.6.3.4
QSAR

Veith , 1989

A9.6.3.5
3

1 QSAR

Lipnick, 1991b

A9.6.3.6 QSAR
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